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研究成果の概要（和文）：自然言語処理の研究開発において頻用される、教師つき機械学習手法

をより容易に、かつ効果的に利用可能にするために、作業を省力化する自動化機能と、結果の

解析を効率的・効果的に行う機能のプロトタイプ的な設計と実装を行った。主に、英語の生物

学論文テキストマイニングにおける応用を行い、雑誌論文や学会等での発表や研究協力を通じ

ユーザフィードバックを得て、システムの妥当性や将来研究に向けての課題点を検証した。 
 
研究成果の概要（英文）：Supervised machine learning methods are very often used in 
research and development of natural language processing technologies. We have 
designed and developed prototypical features that allow users to exploit the machine 
learning methods more easily and effectively, supporting automation and result 
analysis. We have applied these features to text mining from English biomedical 
literatures, obtaining user feedbacks for potential future works.  
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１．研究開始当初の背景 
自然言語処理分野の研究開発において、教師
つき機械学習手法の利用は標準的なものに
なり、自然言語処理のツールを作成する際に
はほとんどの研究開発で教師つき機械学習
手法が用いられるようになった。結果として
多くの研究開発において類似のライブラリ
やタスクフローが用いられている。しかし、
開発者は一からプログラミングを行うこと
が多く、本来核心的ではない部分の作業に労
力を取られてしまいがちであった。 

２．研究の目的 
本研究の目的は、自然言語処理の研究開発に
おいて頻用される、教師つき機械学習手法を
より容易に、かつ効果的に利用可能にするこ
とである。そのために、ユーザの作業を省力
化する自動化機能と、結果の解析を効率的・
効果的にする補助機能のプロトタイプ的な
設計と実装を行う。 
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３．研究の方法 
研究目的の達成のためには、大きく分けて 1.
互換コンポーネント(コーパスリーダー・ツ
ール)の作成とデータ型階層の設計 2.基盤的
な実行システム 3.ユーザ・開発者のからのフ
ィードバックが必要である。 
 
(1) まず、国際標準に対応したコンポーネン
トを充実させるため、各国の研究機関と協力
し作業を行うと同時に、データ型階層の定義
を行い新たなデータタイプをカバーした。基
盤システムおよびコンポーネントは、国際標
準である UIMA(Unstructured Information 
Management Architecture)に準拠した実装と
することで、標準化と相互運用性の向上を図
った。 
 
(2)基盤システムの拡張については、機械学
習との接続関係、特に視覚化部分の改良と発
展の実装作業を行った。また、並列化により
ワークフロー実行時のパフォーマンスを向
上させるため、任意の UIMA コンポーネント
をクラスタシステムに自動分散展開して
SOAPウェブサービス化し、外部からは単一サ
ービスとして実行できる機構を実装した。 
 
(3)関連学会への出席や講演等を積極的に行
い、ユーザ数の増加を目指すとともにフィー
ドバックを受けシステムの改良を行った。 
 
４．研究成果 
システムの実行の流れとしてはおおまかに、
入力データの読み込み、学習素性の生成、学
習素性の抽出、機械学習、結果の解析、とな
る。これらの各要素を、コーパスリーダーや
言語処理ツールといったコンポーネントに
分割かつ標準化・互換化し、現実的なタスク
における応用を行った。応用の対象は主に、
英語で記述された生物学論文からのテキス
トマイニングであった。応用における具体的
な事例について、データ型階層やコンポーネ
ント化の体系化を行い、システムの応用を含
めた成果をまとめ、雑誌論文や学会等におい
て発表した。 
 
(1)応用の一つとして、BioNLP 2009 Shared 
Task on Event Extractionに organizerとし
て参加し、基盤システムを公式サポートシス
テムとして提供した。BioNLP 2009 Shared 
Taskは、英語の生物学論文から、タンパク質
の記述、およびタンパク質間の相互作用の記
述を自動抽出する性能を競う国際コンテス
トである。 
 
(2)さらに、基盤システムの機能を用いて、
BioNLP Shared Task 2009 の参加者の結果の
混合を行い、どの参加者の結果よりもよりよ

い結果を得ることに成功した。発展として、
参加者から数グループと共同作業を行い、参
加者のツールを基盤システムに対応した互
換コンポーネントとした。 
 
(3)また別の応用として、Bio Creative II.5
に参加し、基盤システムを用いてワークフロ
ーの生成とサービス化を行った。CoNLL 2010 
Shared Task でも公式ツールとして対応互換
コンポーネントが提供されるなど、ユーザ層
を確実に広げることができた。 
 
(4)U-Compare 互換の UIMA コンポーネントに
ついては、英語の言語資源に限られていたが、
他の研究機関と協力して日本語の主立った
言語資源の互換化作業を行なった。具体的に
は type system(データ型定義)の拡張を行っ
た上で、国立国語研究所の「日本語コーパス」
を中心に形態素解析器や係り受け解析器な
どを互換化した上でリポジトリに追加した。
この作業を通じて、基盤機能が言語に依存せ
ず動作することも確認できた。 
 
(5)基盤システムの拡張については、機械学
習 APIの統合と素性重みの解析機能について、
プロトタイプの実装作業を行い動作を確認
した。その結果を踏まえて、SVM・MEMM・CRF
といった異なる機械学習手法をある程度共
通して扱えるよう、また、素性選択がより容
易に行えるような機能を考慮したリリース
版の設計を進めた。ワークフロー生成 GUI に
ついても、全面的な改良版の実装を進めた。 
 
(6)ユーザフィードバックからの調査では、
実装した各種機能への期待と需要が高い一
方で、現行の設計では機能を使いこなすため
のハードルが未だ高く、ユーザの期待する多
様な応用領域のデータにも必ずしも対応し
きれていないことがわかった。そこで本研究
をパイロットタスク的な試みと位置づけ、ま
ずは一通りの設計と実装を行い、将来研究で
のさらなる発展を念頭に不足点の洗い出し
を行った。また、これらの研究の経験から、
新規の設計および実装による汎用自動化プ
ラットフォームを構築する、別途の発展的な
研究課題につなげることができた。 
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